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～ か ぜ を つ む ぐ ～

★平成 31 年度。（令和元年度）校長が代わりました。学校通信を、

「～風を紡ぐ～」と改名(命名)しました。『紡ぐ』とは、綿や繭から繊維を引き出し、縒りをかけて糸
つ む つむ まゆ よ

にする。または、言葉をつなげて物語や詩歌などを作ることを言います。『風』は、空気の流れ、目に

はみえない大きな力です。飛行機の仕組みも、空気の流れが鉄のかたまりを空に浮かせるものです。

その昔は、風車の力で農作業をしたり、現代では風力で発電をします。★本年、校長・教頭を含め総勢 17

名の異動がありました。大成中学校で働いている 45 名のうち、教員に限定すると、なんと 50 ％が入れ

替わったことになります。★「空気が変わった」「新しい風が吹いた」など、色々と表現できるでしょ

う。★私たちはこの機会を利用して、大成中に、より良い化学変化を起こしたいと考えています。新し

い風の一つ一つが、集まり、空気の流れを作り、縒りを加え（ひねとまとまり）、強力な一本となる。
よ

★そんな新しい大成中の物語の始まりにしたいという思いを込めた命名です。

★どうぞよろしくお願いいたします。 第 15 代 校長 伊藤 吾郎

※始業式と入学式の話をまとめました 。

今年は、特別な年です。なぜなら、今年は平成31年であると同時に「令和元年」で
れい わ

もあるからです。時代をまたぐ変化を迎えます。この変化の意味は、「令和」という
れ い わ

言葉にあります。

令和には、『人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ』という意味が込められているとのことです。
れ い わ

まさに、大成中学校にふさわしい内容だと思います。今年、校長・教頭・教務主任を始め多くの名の先生方が入

れ替わりました。時代がまさに、大成中学校へも変革を求めているのです。

大成中学校では教師と生徒が共に学ぶことをテーマに教育活動を進めています。今年新たに、「やらされる」

から「やってみたい」という、学びの質的向上をテーマに加え、新たな大成スタイル確立へと動き出しています。

先生も生徒も一緒になって新しい大成中学校の文化を生み出す元年なのです。 （全学年向け）

新入生の皆さん。小学生と中学生との違いは何でしょうか？制服のあるなしなど、色々とあると思いますが、

その本質は、皆さんの呼び名です。「児童」から「生徒」に変わります。児童の「児」は、お医者さんにかかる
じ ど う せ い と じ ど う じ

時の「 小 児科」の「に」。児童の「童」は、「どうよう」「 童 歌」の「わらべ」、すなわち、どちらも小さな子
し よう に か じ どう どう わ らべ うた

どもという意味です。 もちろん、皆さんは、小さな子どもではありませんね。では、「生徒」とはどういう意
せ い と

味でしょう。一緒に頭の中で字を書いてみて下さい。「生徒」の「生」は、そのまま「いきる」という意味です。
せ い と せい

では、「徒」は、ぎょうにんべんに走ると書きます。にんべんなら人のことを表しますね。では、ぎょうにんべ
と は し ひと

んはというと、じつは、道路のことなんです。丁字路。交差点のことです。「徒」には、その道を、あっちに行
てい じ ろ

ったりこっちに来たり、走り回るという、意味があります。「生徒」とは、生きていく力を身に付けるために師
せ い と

匠に弟子入りして、走り回って、修行する立場のことをいいます。

小さな子どもから修行する立場に変わるわけですから、それは大変なことです。まわりの人が何もかもやって

くれていた、今までとは違い、指示されたことを、走るスピードでこなすこと、自分で考えて行動できること、
は し

そして自分がまわりのためにできることを意識して、生活できなければいけません。 （新入生向け）

あらためまして、保護者の皆様、お子様のご入学・ご進級おめでとうございます。地域の皆様、地域の子ども

たちが中学生となりました。三年間（中学生時代）大切なお子様を、地域の子どもたちを、お預かりします。大

成中学校では、職員同士で、そして、ご家庭と地域との連携を第一に全力で教育活動に努めます。多感な時期を

迎えるにあたってご苦労やご心労も多いかと思います。まして修行の身です。毎日のことで大変かとは思います

が、心と体の土台が出来る大事な時期です。バランスのとれた生活ができるよう、日頃のちょっとした変化をし

っかり見守っていただき、きびし く も 温 か い 愛 情 を 注 い で い た だ け た ら と 願 っ て い ま す 。

わ ず か な 変 化 で も 、 結 構 で す 。 私 ど も に お 知 ら せ 願 え ま せ ん で し ょ う か 。 心 配 事 を お 伺

い で き れ ば 、 こ れ か ら 起 こ る 厄 災 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き ま す 。 成 長 を お 知 ら せ い た だ け

れ ば 、 私 た ち の 大 き な 励 み に な り ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。 （保護者･地域向け）

・ 屋 敷 成 治 （ 校 長 ） 南 武 庫 之 荘 中 へ ・ 伊 藤 吾 郎 （ 校 長 ） 武 庫 東 中 か ら

・ 桐 山 勉 （ 教 頭 ） 市 教 委 へ ・ 田 代 司 （ 教 頭 ） 小 田 中 か ら

・ 段 林 知 明 （ 英 語 ） 中 央 中 へ ・ 本 浦奈央子 （ 社 会 ） 成 良 中 か ら

・ 清 郷 崇 之 （ 技 術 ） 常 陽 中 へ ・ 都 﨑 綾 香 （ 保 体 ） 小 田 中 か ら

・ 喜 録 由 佳 （ 保 体 ） 大 庄 中 へ ・ 伊 原 竜 飛 （ 技 術 ） 加 古 川 市 よ り

・ 下 郡千鶴子（ 理 科 ） 塚 口 中 へ ・ 多 田 渚 （ 理 科 ） 大 庄 中 か ら

・ 白 井 英 世 （ 保 体 ） 市教委 10 月ま で ・ 西 川 尚 子 （ 英 語 ） 大 庄 中 か ら

・ 村 田 絢 （ 国 語 ） 大 庄 北 中 へ ・ 嵯 峨 山 巧 （ 保 体 ） 塚 口 中 か ら

・ 中 尾 節 子 （ 英 語 ） 退 職 ・ 名 迫 公 康 （ 英 語 ） 小 園 中 か ら

・ 村 賀 洋 介 （ 英 語 ） 大 庄 北 中 へ ・ 宇 田 愛 恵 （ 保 体 ） 新 規 採 用 11 月ま で

・ 藤 田 達 朗 （ 保 体 ） 小 園 中 ・ 北 川 達 也 （ 数 学 ） 新 規 採 用

・ 手 嶋 雅 人 （ 理 科 ） 他 市 へ ・ 平 良 聖 司 （ 英 語 ） 日 新 中 か ら

・ 川 口あずさ（ 養 護 ） 小 田 中 へ ・ 品 川 恭 （ 国 語 ） 大 庄 北 中 か ら

・ 桒 田 和 代 （ 特 支 ） 退 職 ・ 鈴 木 匡 （ 理 科 ） 園 田 中 か ら

・ 平 光 秀 望 （ 社 会 ） 退 職 ・ 黒 川 悦 子 （ 養 護 ） 中 央 中 か ら

・ 谷 口 正 弘 （ Ｓ Ｃ ） 配 置 転 換 ・ 山 田 叔 子 （ Ｓ Ｃ ） 配 置 転 換

・ 大 西 司 朗 （校務員） 武 庫 南 小 へ ・ 辻 本 国 広 （校務員） 新 規 採 用

い ろ い ろ 情 報 板 前 半 主 な 予 定

※ 3年 修 学 旅 行 4/24水 ～ 27金 ・ ７ ～ １ ４ 家 庭 訪 問

信 州 （ 長 野 県 白 馬 大 町 方 面 ） ・ ８ 耳 鼻 科 検 診 一 年

ア ウ ト ド ア い っ ぱ い 体 験 し ま す ・ １ ０ 尿 検 査 耳 鼻 科 検 診 二 年

・ １ １ 土 土 曜 参 観 PTA総 会

※ 連 休 4月 中 は 市 民 ス ポ ー ツ ・ １ ３ 代 休

祭 ・ １ ４ 歯 科 検 診 三 年

各 ク ラ ブ の 春 の お 披 露 目 大 会 ・ １ ５ ～ ２ ２ 教 育 相 談

夏 の 総 体 を 占 う 重 要 位 置 づ け

※ 4/22 JR脱 線 事 故 追 悼 式 ★ 校 訓 に 、 誠実 （ 真 面 目 で 真 心 が あ る こ と ）

生 徒 会 が 献 花 し ま し た 克己 （自分の感情・欲望・邪念などにうちかつこと）

命 の 大 切 さ を 学 び 創造 （人まねでなく、新しいものを自分から作り出すこと）

どのように生きるか考えました 自他尊重 （ 自 分 と 他 の 人 も 大 切 に で き る 心 ）

と あ り ま す 。

★ずいぶんたくさんあるなぁと思いませんか？どれか一つできる

だけでも、大変立派な人物です。全部は無理かなぁ・・・・？★校訓とは、“この内容をこの学校では教えています

よ！”という意味です。★つまり、教 科 書 の 勉 強 以 外 に 、 大 成 中 学 校 で 、 修 行 す る 事 柄 と言うことです。


